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安
岡
権
馬
正
徳
傳

貳

西
暦2019

年5

月

安
岡
正
俊

壹
で
慶
応
元
年
京
都
で
の
権
馬
の
生
活
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
続
き
と
し
て
貳
で
す
。
ま
ず
、
壹
の
訂
正
、

追
加
、
そ
の
後
を
紹
介
し
ま
す
。

安
岡
権
馬
正
徳

壹

に
追
加
・
訂
正

養
子
と
な
っ
た
時
期
か
ら
の
安
岡
権
馬
正
徳
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
資
料
を
見
直
し
て
、
訂
正
、
追
加
す
べ
き

項
目
が
あ
り
ま
し
た
。

家
来
と
従
者

山
本
四
郎
に
託
し
た
手
紙

道
中
日
記
に
権
馬
は
京
都
へ
向
う
時
の
届
け
に
自
分
、
同
行
者
と
し
て
従
者

山
本
四
郎
、
家
来

鉄
次
の
三
人
で

三
人
扶
持
を
要
求
と
あ
り
ま
す
。
山
本
四
郎
は
権
馬
の
妻
の
実
家

山
本
安
次
の
二
男
で
す
。
こ
の
山
本
四
郎
は
従
者
、
鉄
次
は
家
来
、

従
者
と
家
来
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
の

日
記
を
見
る
と
従
者
の
変
更
は
上
司
に
届
け
る
必
要
が
あ
る
よ
う

で
す
。
家
来
は
従
来
か
ら
家
で
雇
人
の
よ
う
で
、
一
年
分
の
給
金

を
支
払
っ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
家
来
ま
で
扶
持
要
求
し
、

支
払
わ
れ
る
の
は
不
思
議
で
す
。
こ
の
鉄(

鐡)

次
は
覚
馬
の
根
居
帖

な
ど
に
名
が
出
て
き
ま
す
。
鉄
次
が
作
っ
た
文
机(

下
写
真

文
机

で
裏
返
し
撮
影)

に
「
干
時
西
洋
起
元
ヨ
リ
一
千
八
百
七
拾
四
年
／

明
治
七
年

四
月
廿
九
日
／
我
神
武
天
皇
即
位
紀
元
ヨ
リ
二
千
吾

百
拾
四
年
／
香
美
郡
第
七
区
山
北
村
四
坊
／
作
之

大
工
析
内
鐡

次
／
安
岡
氏
」
と
あ
り
ま
す
。
明
治
も
雇
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

山
本
四
郎
は
解
雇
さ
れ
、
高
知
へ
使
者
と
し
て
戻
り
ま
す
。
単

な
る
手
紙
で
あ
れ
ば
飛
脚
で
事
が
足
り
る
と
思
う
の
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
手
紙
を
持
ち
帰
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
時
持
ち
帰
っ
た
の
は
手
紙
で
な
く
、
宮
地
佐
一
郎
著
「
中

岡
慎
太
郎
」
に
檄
文
と
し
て
原
文
及
び
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
に
そ
の
一
部
を
引
用
し
ま
す
。

「
天
下
の
浪
士
結
集
し
て
『
六
月
十
日
』
『
報
効
之
忠
』
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
を
告
げ
在
郷
土
佐
同
志
に
上

洛
を
促
し
奮
起
を
伝
得
て
い
る
。
さ
き
に
水
戸
藩
士
藤
田
小
四
郎
ら
の
筑
波
山
挙
兵
が
あ
り
、
将
軍
家
茂
の
江
戸
帰

還
、
諸
大
名
京
都
退
去
の
際
で
、
こ
の
虚
を
衝
い
て
義
兵
を
つ
の
り
、
同
志
大
挙
し
て
尊
攘
勢
力
を
挽
回
し
よ
う
と

企
て
て
い
た
。
」
そ
し
て
檄
文
は
五
月
十
一
日
付
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
話
を
し
た
時
の
状
況
が
、
前
も
紹
介
し

ま
し
た
が
、
道
中
日
記
元
治
元
年
五
月
十
一
日
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
存
外
時
勢
之
話
ノ
無
キ
成
実
二
案
外
之
事
ニ
付
・
・
長
邸
江
行
誠
之
助
我
邸
内
之
論
同
意
ニ
付
・
・
」
。
左
記

の
檄
文
に
関
連
し
議
論
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。
権
馬
は
同
意
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
禁
門
の
変
を
含
め
実
戦
行
動
を

起
こ
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
が
、
前
に
紹
介
し
ま
し
た
次
の
歌
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
。

い
た
ハ
る
□
□
□
紅
葉
の
／
舞
も
見
は
て
ぬ
身
こ
そ
は
づ
か
し

前
述
の
従
者
の
話
題
に
戻
り
ま
す
が
、
権
馬
は
誰
の
下
、
誰
の
従
者
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
道
中
日
記
で
は
最
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初
の
宿
泊
が
山
田
に
な
っ
て
い
ま
す
。
参
勤
で
は
城
下
を
出
て
、
布
師
田
で
宿
泊
し
ま

す
の
で
、
こ
の
時
は
家
の
あ
る
山
北
辺
り
か
ら
出
て
、
誰
か
の
従
者
と
し
て
京
都
へ
上

っ
た
よ
う
で
す
。
後
半
に
口
上
書
覺(

下
写
真)

で
最
後
に
福
岡
宮
内
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
宮
内
は
福
岡
孝
茂
の
通
称
で
、
清
和
院
門
の
警
護
責
任
者
の
経
歴
も
あ
り
ま
す
の
で
、

福
岡
の
従
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
維
新
に
活
躍
し
た
福
岡
孝
弟(

藤
次)

は
類
族
で
す
。

池
田
屋
事
件
と
禁
門
の
変
付
近
の
行
動

前
述
の
通
り
、
参
戦
出
来
ず
無
念
と
思
っ
た
権
馬
の
池
田
屋
事
件(

元
治
元
年
六
月
五

日)

と
禁
門
の
変(

元
治
元
年
七
月
十
八
日)

の
頃
の
権
馬
の
行
動
を
日
記
か
ら
追
っ
て
み

ま
す
。
左
記
の
／
は
原
文
の
行
替
え
を
示
す
。

六
月
二
日

因
州
松
田
正
人
を
尋
／
夷
舶
襲
之
義
委
細
聞

／
七
ツ
比
帰
邸
后
御
目
附
ヘ
出

＊
夷
舶

夷
舶
と
は
ロ
シ
ア
船

＊
御
目
附
と
は
上
役
で
あ
る
福
岡
孝
茂
ヵ

六
月
三
日

清
和
院
出
勤

＊
門
番
勤
務

六
月
四
日

板
筑
ヲ
尋
不
居
合
出
井
ヲ
尋
／
不
居
合
大
高
を
尋
折
□
筑
藩
人
と

／
参
折
談
シ
帰

＊
板
筑

板
倉
筑
前
介
、
出
井
不
明

大
高
は
武
器
商
で
尊
王
攘
夷
者
の
出
入
の
店

板
倉
筑
前
介
六
月
十
六
日
に
再
訪
し
て
対
談
。

因
州
の
松
田
正
人
な
ど
と
も
対
談

六
月
五
日

北
邸
ヘ
行
大
論
方

＊
北
邸
と
は
前
に
「
薩
摩
邸
で
し
ょ
う
か
」
と
書
き
ま

し
た
が
、
北
白
川
の
藩
邸
、
後
の
陸
援
隊
の
屯
所
と
推

測
し
ま
す
。
こ
こ
で
朝
ま
で
論
争
し
て
い
ま
す
が
、
何
を
論
争
し
た
の
か
不
明
で
す

が
、
そ
の
お
陰
で
池
田
屋
事
件
の
難
を
逃
れ
て
い
ま
す
。

六
月
廿
四
日

清
和
院
勤
當
／
今
日
長
藩
士
伏
水(*

見
ヵ)

江
来
越
／
ニ
而
當
邸
ゟ
も
人
数
稲
荷
／
山
へ
出
張
可
・

＊
稲
荷
山
伏
見
神
社
の
山

＊
禁
門
の
変
は
七
月
十
八
日
で
す
が
、
そ
の
兆
候
は
既
に
あ
っ
た
。

土
佐
藩
の
出
兵
は
薩
摩
藩
か
ら
の
誘
い
で
以
前
に
出
兵
し
て
い
た
の
か
。

七
月
三
日

對
州
ヘ
行
今
日
飛
／
脚
立
諸
家
建
白
を
國
許
ヘ
／
出
ス

＊
對
州

対
馬
藩

＊
「
飛
脚
立
諸
家
建
白
を
國
許
へ
出
す
」
に
つ
い
て

権
馬
は
外
部
の
動
き
吸
収
の
た
め
次
の
建
白
書
を
写
し
残
し
て
い
ま
す
。

・
上
郷
正
親
町
大
納
言

文
久
三
年
五
月
廿
五
日

・
筑
前
よ
り
建
白

・
因
州
侯
ゟ
建
白
之
写

・
薩
建
白
写

・
肥
後
有
志
建
白
魚
住
よ
り
差
出

・
勅
書
写

朕
惟
分
今
時
勢
夷
戎
恣
猖
獗
幕
吏

・
失
措
置
天
下
騒
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・
肥
後
有
志
建
白
魚
住
よ
り
差
出
・
西
郷
建
白

七
月
五
日

帰
邸
今
日
愚
存
書
取
を
以
政
荘
江
出

七
月
十
八
日

・
・
乾
ゟ
出
建
白
手
ニ
入
比
夜
余
熱
酔
／
帰
邸
否
改
罷
出
建
白
之
面

／
を
以
頗
議
論
至
終
ニ
夜
ノ
八
ツ
／
比
之
家
ニ
入
否
砲(*

火
へ
ん)

声
聞
夫
ゟ
清

／
和
江
詰
ル
蛤
門
堺
町
門
戦
争
／
砲(*

火
へ
ん)

五
□
之
如
ク
ト
キ
時
ノ
声
如
雷
且

／
突
合
切
合
実
ニ
猛
虎
之
如
荒
・
・

＊
宮
地
著
中
岡
慎
太
郎
に
こ
の
時
中
岡
慎
太
郎
は
長
州
軍
に
組
し
負
傷
と
あ
る

＊
乾
の
建
白
書

乾

正
厚
（
ま
さ
ひ
ろ)

板
垣
退
助
家
の
分
家
乾
左
八
正
春
の
養
子

六
月
廿
四
日
久
坂
は
長
州
藩
の
罪
の
回
復
を
願
う
嘆
願
書
を
朝
廷
に
奉
り
、

長
州
藩
に
同
情
し
寛
大
な
措
置
を
要
望
す
る
藩
士
や
公
卿
も
い
た
が
、

薩
摩
藩
士
吉
井
幸
輔
、
土
佐
藩
士
乾
正
厚
、
久
留
米
藩
士
大
塚
敬
介
ら
は
議
し
て
、

長
州
藩
兵
の
入
京
を
阻
止
せ
ん
と
の
連
署
の
意
見
書
を
同
七
月
十
七
日
朝
廷
に

建
白
し
た
。(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り)

七
月
廿
ニ
日

火
焔
静
ル

七
月
廿
五
日

清
和
院
御
免
警
衛
／
之
数
不
残
下
坂
僕
日
延
以
／
可
居
残

七
月
廿
六
日

九
ツ
時
出
足
島
淀
對
／
邸
ヲ
問
一
人
モ
不
残
帰
国
之
起
／
否
高
瀬
ヲ
下
ル
夕
方
伏
見
着
・
・

こ
の
日
記
か
ら
は
権
馬
が
禁
門
の
変
に
長
州
側
で
参
戦
し
な
か
っ
た
理
由
は
解
り
ま
せ
ん
が
、
乾
建
白
に
賛
同
し

た
よ
う
に
見
え
、
砲
声
な
ど
に
胸
が
躍
っ
た
と
は
文
書
か
ら
は
見
れ
ま
せ
ん
。

中
岡
慎
太
郎
は
参
戦
し
負
傷
し
て
い
ま
す
。
宮
地
著
「
中
岡
慎
太
郎
」
に
長
州
藩
は
尊
攘
回
復
の
た
め
諸
国
の
探

索
の
た
め
有
志
を
往
復
さ
せ
て
お
り
、
中
岡
慎
太
郎
も
そ
の
一
員
で
文
久
四
年
正
月
に
上
洛
し
公
武
合
体
派
の
薩
摩

の
動
き
を
探
索
し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。

懐
徳
堂

京
都
を
去
り
帰
国
す
る
前
に
権
馬
は
懐
徳
堂
に

入
塾
し
た
の
で
は
な
い
か
と
前
書
き
ま
し
た
。
襖

の
下
張
り
の
切
れ
端
で
す
が
こ
ん
な
こ
と
が
書
か

れ
た
の
が
あ
り
ま
し
た
。

従
大
坂
一
筆
致
啓
上
□
ヲ
以
於
有
事
之去

□

故
御
平
安
ニ
可
被
成
御
□
様
子
之
と
存
候

□(

野)

□
事
毛
ル(

介)

□
在
坂
毛(

も)

他
事

勤
可
子(

勤
め
か
ね)

相
可
ヽ
里
候
只
今
ハ
中
井
先
生学

■

行
納
ニ
而
学
寮
ニ
滞
宿
致
居
候

先
生
学
校
ハ
今
橋
尼
﨑
町

候
其
処
ニ
将
軍
家
ゟ
住
置
被
成
候
■

発
信
者
名
、
宛
先
、
日
付
が
切
れ
て
不
明
で
す
が
、
状
況
か
ら
権
馬
が
大
坂
で
塾
に
入
っ
た
頃
の
手
紙
と
推
測
し

ま
し
た
。
が
、
日
記
の
大
坂
の
字
が
手
紙
の
と
異
な
っ
て
い
る
か
に
見
え
ま
す
。
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イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
で
懐
徳
堂
を
検
索
し
た
結
果
を
追
記
し
ま
す
。
「
最
後
の
将
軍
云
々
は
こ
の
学
問
所
懐
徳
堂
が

1726
年
将
軍
徳
川
吉
宗
と
三
星
屋
武
右
衛
門
ら
町
家
五
人
衆
と
の
援
助
で
，
中
井
甃
庵(

し
ゅ
う
あ
ん)

が
大
阪
尼
崎

町
に
建
て
た
半
官
半
民
の
学
校
。
三
宅
石
庵
を
学
主
と
し
、
五
井
蘭
洲
ら
を
助
講
と
し
て
開
き
、
全
国
の
子
弟
を
武

士
・
庶
民
の
別
な
く
入
学
さ
せ
，
主
に
朱
子
学
を
教
育
し
た
。
」
こ
の
記
載
と
手
紙
の
中
井
先
生
、
学
校
の
場
所
の

「
今
橘
尼
佐
喜
崎
町
」
が
一
致
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
大
坂
滞
在
の
時
期
の
日
記
に
サ
イ
代
と
あ
っ
た
の
は
惣
菜
を
購
入
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
右
の
手
紙

に
学
寮
に
ニ
滞
宿
と
あ
り
ま
す
が
、
食
事
は
自
分
で
作
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

帰
国
後
の
動
き

再
掲
と
な
り
ま
す
が
、
京
都
か
ら
帰
国
し
た
前
後
は
次
の
通
り
で
す
。

一
文
久
三
癸
亥
六
月
十
四
日
海
防
小
頭
役
被
仰
付

一
元
治
元
甲
子
三
月
廿
五
日
京
都
御
警
護
御
用
相
蒙
リ
四
月
五
日
北
山
通
出
足
同
年
十
一
月
十
六
日
帰
宅

一
元
治
二
乙
丑
三
月
十
四
日
海
防
小
頭
役
被
仰
付

権
馬
二
十
五
、
六
歳
の
頃
で
す
。
こ
れ
以
降
の
こ
と
は
こ
の
記
録(

帖)

に
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
約
二
年
後
の
慶
応
二
年
十
一
月
か
ら
ま
た
京

都
へ
行
き
ま
す
。
そ
の
間
、
「
元
治
二
乙
丑
三
月
十
四
日

海
防
小
頭
役

被
仰
付
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
ど
の
程
度
の
公
務
か
不
明
で
す
が
、
郷

士
と
し
て
積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
端
を
見
る
の
が
慶
応
二
年
権
馬
筆
日
記
帖(

下
写
真)

で
す
。
こ
れ
は

東
座
の
壁
の
中
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
東
座
に
床
の
間
を
追
加
し
た
の
は

明
治
後
半
か
ら
大
正
に
掛
け
て
の
改
築
で
す
。

冊
子
は
三
十
頁
に
も
満
た
な
い
も
の
で
す
。
内
容
は
米
座
の
頁
に
米
を
渡
し
た
記
録
、
時
貸
の
頁
に
現
在
の
ア
ル

バ
イ
ト
時
間
の
記
録
、
他
に
ワ
ラ
、
ヌ
カ
、
茶
と
か
購
入
、
田
仕
事
を
割
り
当
て
た
人
の
仕
事
役
数
の
記
録
で
す
。

資
料
の
紙
が
薄
く
、
家
に
残
さ
れ
た
農
業
経
営
帳
簿
の
百
数
頁
の
根
居
帖
に
比
べ
頁
数
も
少
な
く
片
手
間
の
資
料
に

見
え
ま
す
。
も
し
か
し
て
、
大
規
模
に
農
業
経
営
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
資
料
に
農
業
経
営
に
関
係
な
い
次
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
興
味
を
引
い
た
の
で
紹
介(

左
写
真)

し
ま
す
。

黒
岩

一
虫
下
水
炎

□
□

七
月
十
九
日
廿
日

煎
茶
四
帖

六
月
□
十
七
日

十
八
日
ゟ
廿
三
日
迠

一
煎
茶
拾
□
帖

一

拾
八
帖

・
・
・
・
・
・
・
・
・

＊
虫
下
水
炎

虫
垂
炎
ヵ

記
載
者
権
馬
と
あ
り
気
に
な
っ
た
の
が
も
う
一
つ(

次
頁

右
写
真)

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
慶
応
二
年
寅
十
一
月
差
出

安
岡
権
馬
領
知
御
作
式
・
・
逆
川
村
新
田
・
・
私
領
知
賣
渡

御
□
奉
行
所
」
と
あ
り
ま
す
。
私
領
知
賣
渡
の
奉
行
所
へ
の

届
で
す
。
前
述
し
ま
し
た
が
、
慶
応
二
年
十
一
月
に
京
都
へ

ま
た
行
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の
資
金
作
り
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
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安
岡
権
馬
正
徳

京
行
雑
記

安
岡
権
馬
が
京
都
へ
再
び
行
っ
た
と
き
の
日
記
に
京
行
雑
記
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
に
は
慶
応
二
年
十
一
月
十
五
日
出
発
か
ら
慶
応
三
年
五
月
二
十

三
日
ま
で
の
行
動
、
金
銭
の
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
の
道
中
日

記
の
よ
う
に
何
の
用
向
き
で
出
掛
け
た
か
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
発
と
主
従

慶
応
二
年
十
一
月
十
三
日
実
弟
覚
馬
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
十
五

日
に
発
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
旅
が
個
人
的
な
用
事
で
な
い
か
ら
遅
ら
せ

る
こ
と
な
く
出
発
し
た
の
だ
ろ
う
。
最
初
の
宿
が
布
師
田
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
山
北
発
で
な
く
高
知
城
下
か
ら
出
掛
け
た
の
で
あ
る
。
同
じ
日
に

容
堂
の
命
で
小
笠
原
唯
八
、
福
岡
藤
次(

孝
弟)
が
上
洛
し
て
い
る
。
こ
れ
を

繋
げ
る
と
、
安
岡
権
馬
は
い
ず
れ
か
の
従
者
と
し
て
京
都
に
向
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
清
和
院
門
警
備
の
時
に
福
岡
孝
茂
に
仕
え
て
い
た
関
係
か
ら

福
岡
の
従
者
に
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

十
一
月
十
七
日

卯
下
刻
発
足
／
今
日
好
天
気
酉
ノ
刻
川
口
ニ
至
ル
宿

十
一
月
十
八
日

一
壱
歩
之

川
口
飯
料
／
但
主
従
五
人
也
布
師
田
も

／
同
数

こ
れ
か
ら
、
五
人
連
れ
の
旅
で
主
が
小
笠
原
、
福
岡
の
二
人
と
従
者
が

三
人
で
あ
る
。
こ
の
後
も
金
銭
出
し
入
れ
の
記
録
が
細
か
く
、
金
銭
の
出

納
を
任
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
主
従
五
人
以
外
に

十
一
月
廿
六
日

一
壱
分
壱
歩
／
新
作
残
金
／
一
壱
歩

兼
太
郎
同

と
か
名
が
出
て
来
る
の
で
従
者
以
外
に
家
来
も
連
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

十
一
月
廿
七
日

晴
風
巳
ノ
上
刻
伏
／
水
（*

見
ヵ
）
二
着
申
ノ
刻
京
着

十
五
日
発
足
か
ら
十
二
日
間
で
京
都
に
着
い
て
い
ま
す
。

到
着
後
、
火
箸
、
炭
、
薪
、
椀
、
皿
、
米
、
サ
イ(

惣
菜)

な
ど
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
京
都
は
前
の
藩
邸
で
な
く

ど
こ
か
の
住
居
で
合
宿
生
活
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

行
行
筆
記
と
京
行
雑
記
＝
要
人
と
会
う

権
馬
の
京
行
雑
記
と
同
じ
時
期
に
中
岡
慎
太
郎
が
書
い
て
い
た
行
行
雑
記
と
呼
ば
れ
る
日
記
が
あ
り
ま
す
。
京
行

雑
記
に
中
岡
慎
太
郎(

変
名

石
川
清
之
助)

と
会
う
こ
と
が
、
書
か
れ
て
い
ま
す
が
行
行
雑
記
に
は
福
岡
、
小
笠
原

レ
ベ
ル
の
名
前
の
み
で
従
者
の
名
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば

京
行
雑
記(

次
頁
下
写
真
の
赤
→
先
が
該
当)

四
月
四
日

晴
今
日
も
石
清
ニ
會
ス

行
行
筆
記

晴
、
巳
上
寺
田
舗
に
著
し
、
午
後
著
京
、
小
笠
原
氏
に
逢
急
務
を
談
す
。

京
行
雑
記

四
月
五
日

晴
今
日
も
石
清
ニ
會
ス

行
行
筆
記

晴
、
内
田
、
新
納
に
逢
、
午
後
小
笠
原
氏
に
逢
、
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ど
う
も
、
中
岡
自
身
、
自
分
は
土
佐
の
重
臣
と
同
等
レ
ベ
ル
と
思
っ
て

い
た
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
待
遇
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
何
故
か
確
証
材
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
京
都
到
着
直
後
、
中
岡
慎
太
郎

と
福
岡
が
会
う
場
面
が
あ
り
ま
す
。

京
行
雑
記(
下
写
真
の
青
→
先
が
該
当)

十
二
月
朔
日

晴
整(*

清)

之
助
／
□
リ
発
途
智
積
院
江
行

行
行
筆
記

比
夜
諸
探
索
供
供
武
亭
に
至
り
別
酌
す

京
行
雑
記
の
記
載
か
ら
中
岡
慎
太
郎
の
呼
び
掛
け
で
会
い
に
行
き
、
会

っ
た
場
所
名
が
両
日
記
で
は
違
っ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
日
で
す
の
で
会
っ

た
と
思
い
ま
す
。
中
岡
は
こ
こ
で
「
諸
探
索
供
供
」
と
京
都
に
着
い
た
福

岡
達
の
こ
と
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
福
岡
は
容
堂
の
命
で
出
掛
け
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
こ
と
が
脱
藩
者
で
あ
る
中
岡
が
何
故
知
っ
て
い
た
の
か
。
そ

れ
な
り
の
情
報
の
ル
ー
ト
を
持
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

中
岡
慎
太
郎
と
か
、
坂
本
龍
馬
が
他
藩
の
重
臣
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
か

不
思
議
で
し
た
。
権
馬
は
薩
藩
の
重
臣
と
単
独
あ
る
い
は
福
岡(

藤
次)
と
同

行
で
会
っ
て
い
ま
す
。

十
二
月
廿
四
日

晴
薩
の
吉
井
幸
助
ヲ
訪

(

廿
五
日
に
中
岡
が
「
吉
井
に
至
り
策
を
談
す
」)

一
月
六
日

陰
昼
比
ゟ
薩
人
西
郷
吉
之
助
を
訪
逢
藤
次
同
行
至
上
々

一
月
十
一
日

陰
西
郷
吉
之
助
を
訪
ふ

一
月
十
六
日

雪
気
吉
井
来
晩
方
栂
亭
江
行
藤
次
同
行

一
月
廿
日

陰
少
々
日
光
有
リ
西
郷
吉
之
助
吉
井
幸
助
来
訪
廿
三
日

出
足
ニ
付
為
晦
迄
也

一
月
廿
一
日

晴
曇
比
ゟ
西(*

郷
ヵ)

江
吉
井
ゟ
行
藤
次
同
行
帰
路

三
本
木
至(*

三
本
木

料
亭)

二
月
三
日

晴
薩
人
大
山
格
之
助
来
訪

二
月
十
一
日

晴
薩
人
大
久
保
市
蔵
ヲ
訪
夕
方
會

二
月
十
六
日

晴
小
松
帯
刀
ヲ
尋
ル
不
遇
大
久
保
ニ
行
大
洲
藩
窪
田
省

吾
寺
島
廉
之
助
来

二
月
廿
一
日

陰
夕
方
雨
と
成
大
久
保
市
蔵
来
訪

三
月
十
七
日

大
久
保
一
来

一
月
下
旬
か
ら
二
月
下
旬
ま
で
の
一
ヶ
月
簡
に
薩
摩
藩
の
重
臣
と
度
々

会
っ
て
い
ま
す
。
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
薩
土
密
約
の
打
ち
合
わ
せ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

土
佐
藩
の
重
臣
は
他
藩
の
軽
格
の
士
と
会
う
こ
と
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
他
藩
は
既
に
土
佐
の
上
士
、
下
士
、
郷
士
の
体
制
が
崩
れ
て
、
身
分
に

関
係
な
く
優
秀
な
人
材
を
徴
用
し
て
い
た
。
徴
用
さ
れ
は
た
人
材
が
重
臣
と

と
な
り
、
逢
い
易
い
環
境
が
で
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
逆
に
渋
谷
雅
之
著
土

佐
藩
重
臣
日
記(

上)

で
寺
村
左
膳
道
成
の
文
久
三
年
九
月
廿
一
日
の
日
記
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「
・
・
守
旧
党
御
登
用
ニ
付
、
其
節
近
族
ヘ
御
預
ニ
ナ
リ
シ
所
、
八
月
十
八
日
ノ
変
ヨ
リ
シ
テ
益
浪
士
之
党
勢
ヲ
失

ヒ
、
御
国
許
モ
追
々
御
取
調
ヘ
ノ
廉
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
、
是
レ
天
下
一
般
ノ
勢
ナ
リ
」
と
日
記
に
あ
り
そ
の
「
一
般

之
勢
」
の
著
者
の
注
で
「
八
・
一
八
政
変
の
後
、
大
和
挙
兵
の
志
士
た
ち
は
鎮
圧
さ
れ
、
尊
攘
激
派
は
一
挙
に
勢
い

を
失
つ
た
。
文
久
三
年
正
月
の
状
況
以
来
容
堂
の
胸
の
内
に
あ
つ
た
軽
格
志
士
の
憎
悪
は
、
政
変
に
よ
り
現
実
の
政

事
と
し
て
姿
を
表
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。
土
佐
の
勤
王
志
士
は
郷
士
な
ど
の
軽
格
が
多
く
処
罰
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
が
藩
政
で
あ
れ
ば
、
他
藩
の
軽
士
と
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

＊

八
月
十
八
日
の
政
変

天
皇
の
側
近
・
久
邇
宮
朝
彦
親
王(

く
に
の
み
や

あ
さ
ひ
こ
し
ん
の
う)

、
薩
摩
藩
、
会

津
藩
ら
に
よ
り
起
こ
さ
れ
た
政
変
で
、
京
都
か
ら
長
州
藩
が
追
い
出
さ
れ
、
尊
王
攘
夷
派
の
公
家
七
名
に
対
し
、

追
放
処
分
が
下
さ
れ
ま
す
。

安
岡
権
馬
正
徳

傳

貳

の
終
わ
り
に

京
都
で
の
生
活

京
行
雑
記
の
記
載
か
ら
、
権
馬
の
京
都
生
活
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
拾
い
次
に
示
し
ま
す
。

・
入
歯

慶
応
三
年
二
月
十
二
日

晴
風

歯
ヲ
抜
入
歯
を
頼
ム

藝
ノ
船
越
ヲ
尋
ル

(

費
用)

壱
歩

入
齒

イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
江
戸
時
代
の
入
歯
は
仏
師
の
技
術
を
採
り
入
れ
た
よ
う
で
す
。
黄
楊
な
ど
で
手
造

り
、
現
在
と
同
じ
よ
う
に
微
調
整
し
作
成
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
日
記
に
入
歯
を
受
取
っ
た
と
の
記
載
が
な
い
の
で
、

権
馬
は
歯
が
抜
け
た
ま
ま
の
状
態
で
明
治
維
新
を
過
ご
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
記
に
下
痢
、
心
の
下
痛
む
、
足
痛
む(

脚

気
ヵ)

と
か
出
て
来
ま
す
の
で
、
体
は
剛
健
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

・
写
真

慶
応
三
年
一
月
廿
三
日

陰
朝
入
湯
晩
方
写
真
ヲ
ス
ル

(

費
用)

三
歩

写
真

慶
応
三
年
一
月
廿
四
日

陰
朝
暴
白
□
傳
奏
の
為
家
へ
お
ル
天
気
ニ
向
ヒ
使
者
ヘ
八
ツ
比
ゟ
写
真
ニ
行

(

費
用)

壱
歩
二
朱

写
真

中
岡
慎
太
郎
は
慶
応
二
年
十
一
月
に
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
暗
殺
さ
れ
た
後
、
ど
こ
か
に
写
真
が
残
っ
て
い
て

家
に
送
り
届
け
た
の
か
、
写
真
屋
に
残
っ
て
い
て
発
見
さ
れ
た
の
か
。
同
じ
よ
う
に
権
馬
の
写
真
が
ど
こ
か
に
残
っ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
顔
が
分
か
ら
な
い
見
せ
ら
れ
て
も
判
別
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

・
下
駄

京
都
に
到
着
早
々
に
購
入
し
て
い
ま
す
。

慶
応
二
年
十
一
月
廿
六
日

壱
朱
ト
三
百
文

下
駄

慶
応
二
年
十
二
月
八
日

三
朱

サ
シ
下
駄

土
佐
で
は
郷
士
は
下
駄
は
高
値
の
花
の
た
め
か
、
下
駄
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
恒
之
進
も
江
戸
か
ら
七
足
も
買
っ
て

き
て
い
ま
す
。
平
尾
道
雄
著
「
土
佐
藩
工
業
経
済
史
」
に
よ
る
と
下
駄
は
天
保
年
間
に
小
高
坂
の
人
が
江
戸
製
」
に

模
し
て
製
作
と
あ
り
ま
す
。
当
時
の
道
路
事
情
を
考
え
る
と
山
北
付
近
で
は
履
く
こ
と
は
な
く
、
お
出
掛
け
衣
装
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

・
馬

慶
応
二
年
十
二
月
七
日

雪
朝
馬
ヲ
ノ
ル

昼
ヨ
リ
白
川
邸
見
分
二
行

土
佐
で
は
郷
士
は
通
常
、
馬
に
乗
っ
て
出
掛
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
京
都
で
馬
に
乗
り
出
掛
け
て
い
ま
す
。

雪
の
日
に
乗
馬
が
珍
し
く
乗
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

右
記
か
ら
は
ど
こ
ま
で
行
っ
た
の
か
不
明
で
す
が
、
街
中
で
乗
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
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・
白
川
邸

右
の
記
載
で
は
馬
に
乗
っ
て
白
川
邸
ま
で
行
っ
た
か

は
不
明
で
す
が
、
こ
れ
以
外
に
権
馬
は
白
川
邸
に
見
分

に
行
っ
て
ま
す
。
道
中
日
記
に
出
て
来
る
北
廷
は
北
川

白
川
邸
と
推
測
し
ま
し
た
。
白
川
邸
は
大
坂
の
藩
邸
を

移
築
し
陸
援
隊
の
屯
所
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
京
大

の
地
所
で
、
建
物
建
設
で
発
掘
す
る
と
桟
が
右
と
左
が

あ
る
土
佐
の
瓦
が
出
て
来
て
、
土
佐
以
外
で
は
見
ら
れ

な
い
瓦
先
端
に
彫
ら
れ
た
屋
号
の
拓
本(
下
写
真

京

大
尊
攘
館
の
資
料
か
ら)

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
今
回
の
山
北
の
家
の
解
体
で
確
認
さ
れ
た
瓦
に
同

じ
屋
号
が
三
瓦
あ
り
ま
し
た
。

「(

ア
？)

キ
卯
年
」

：
上
段

左
よ
り

四
番
目

「
中
友
」

：
下
段

左
よ
り
二
番
目

「
中
山
林
」

：
下
段

左
よ
り
三
番
目

こ
れ
以
外
に
山
北
近
辺
の
佐
古
、
韮
生
な
ど
の
瓦
が

多
く
あ
り
ま
す
。

・
陰
な
天
気

暴
白

正
月
四
日

晴
京
地
ニ
ハ
珎)

敷
好
天
気
夕
方
丸
山
江
行
藤
次
同
行

正
月
五
日

陰
醫(*

様
な
字
欝
ヵ)

気
雨
ヲ
催
ス

正
月
廿
四
日

陰
朝
暴
白

権
馬
の
日
記
を
見
る
と
天
気
に
陰
の
文
字
が
多
い
で
す
。
道
中
日
記
は
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の
暑
さ
に
な
れ
た
高

知
人
に
は
耐
え
ら
れ
る
天
候
だ
っ
た
の
か
、
暑
い
時
の
天
候
に
関
す
る
記
載
は
少
な
い
で
す
。
冬
の
時
期
な
の
で
陰
、

雪
、
高
知
で
も
時
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
天
気
が
続
き
、
厳
し
い
寒
さ
、
陰
な
天
気
、
権
馬
は
つ
ら
か
っ
た
す
。
晴

の
嬉
し
さ
、
山
北
の
温
暖
な
晴
れ
間
が
恋
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
最
悪
は
前
述
し
ま
し
た
吹
雪
の
凄
さ
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
「
暴
白
」
の
言
葉
に
出
て
い
ま
す
。

・
買
物

十
二
月
十
二
日

弐
匁
一
分
二
朱

フ
ラ
ン
ケ
ツ
ト

十
二
月
廿
五
日

弐
朱

經
濟
録

福
岡
藤
次
の
金
を
預
か
っ
て
い
た
よ
う
で
自
分
用
に
購
入
し
た
か
不
明
で
す
。
「
フ
ラ
ン
ケ
ツ
ト
」
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
＝
毛
布
で
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
本
「
經
濟
録
」
著
者
は
太
宰
春
台
（1680-1747

）
で
そ
の
主
著
が
『
経
済
録
』(1729

享
保
十
四
年)

で
す
。
そ
れ
に
関
連
す
る
出
版
も
あ
り
そ
の
内
容
に
つ
い
て
京
大
の
論
文
と
な
っ
て
お
り
、
私
に
は
説

明
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
何
故
、
権
馬
が
こ
の
本
を
買
い
求
め
た
か
大
い
に
気
に
な
り
ま
す
。

安
岡
権
馬
正
徳

傳

参
へ

續
く

安
岡
の
家
住
宅<http://yasuoka-ke.sakura.ne.jp/>

→
安
岡
の
家
に
あ
っ
た
文
書

→
●
安
岡
権
馬
正
徳
傳

→
●
安
岡
権
馬
正
徳
傳

参

Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
検
索

以
上


